
トライアルについて
ABOUT TRIAL

黒ʹ΋いΖいΖͳ黒͕͋Γɺ͞·͟·ͳ表৘をͯͤ͘ݟΕ·すɻ
Ԗචɺֆ۩ɺ༉ੑϚʔΧʔʹϘʔϧϖンʜɺૉ材͕ҧ͑͹෩߹い΋ҟͳΓ·すɻ
৭Έɺ質感ɺπϠɺਂΈとͨ͘͞Μのཁૉ͕͖ͯͬ͋ڹੜ·Εる黒のੈքɻ
ͦのણࡉで๛͔ͳϚςϦΞϧ感をɺ೔ຊ͕ތるҹٕ࡮ज़で௥͠ٻ·ͨ͠ɻ

ίンセプト࡞੍˔

ɹこの͓࿩をいたͩいたとき、グラϑΟックトライアル

は೔ຊのものͮくりの性質をとても体現しているا画ͩ

と思いました。印刷のクΦリςΟとその૑࡞のクΦリ

ςΟをߴめるということ͚ͩに、いΖいΖなスλッϑと

σβイφーがूまっているわ͚です。印刷のՄೳ性をਂ

く௥いٻめていくというߦҝࣗ体がとても೔ຊらしい

し、その७ਮ͞と৘೤も೔ຊਓならではです。これは೔

ຊのものͮくりਫ਼ਆの特௃ではないかと感じ、これを఻

える࡞඼をつくΖうとܾめました。

ɹ೔ຊの印刷のクΦリςΟは、͓そらくଞのࠃよりも૬

౰ߴいと思います。特に再現性と៛ີ͞にはす͝いもの

があるし、そこに௅ઓし表現をߴめることはトラσΟγϣ

φルな೔ຊらし͞のҰつͩとߟえ、「+BQBO 2VBMJUZ」を

ίンセプトにそれを఻えるための࡞඼をつくることにし

たのです。

ɹそこから೔のؙをϞチーϑにして、গʑグラϑΟック

σβインとしてのָし͞を加えるために、5枚を大き͞

のҟなるυットでߏ੒することにしました。かなりスト

イックなつくりですが、5枚ฒΜͩらきっと「あʂかわ

いいʂ」と思ってもらえるかな、と思います。

˔トライアルの֓ཁ

ɹ表現としては黒をબͼました。黒は鉛筆や墨汁、ボー

ルペンなど、օがいつも࢖っている画材の中にたく͞Μ

あります。でも鉛筆、墨汁、ボールペン…શてಉじ「黒」

とݺ͹れている͚れど、色も質感もそれぞれです。これ

を印刷の表現ख๏でどこまで௥えるか௅ઓすれ͹、きっ

と「+BQBO 2VBMJUZ」がݟえてくるͩΖうとߟえました。

ɹこういう原画を描くことはとてもָしかったです。で

きる͚ͩ৘ॹ的なものをഉআしながら、֤画材で「この

ペン先ͩからできること、このインクͩからੜまれるか

たͪ」を意ࣝしながら描いています。ྫえ͹ボールペン

ならి࿩しながらແ意ࣝに͙り͙りとॻいたような感

じ、油性マーカーならࣼめにカット͞れたペン先がつく

りͩすインクの଄ܗ、墨汁なら୭でもやりそうな意ຯの

ないృりつͿし、というように୭もが「わかるわかる、

この描きํʂ」とݴってくれそうな描きํをしていま

す。そうしてマςリアル感をग़すという໨的のもと、か

たͪはؙ、σβイン的ɾ意ਤ的なラインは࢖わないとい

う੍໿を設͚たことが、݁Ռとして৽しい表現をൃ͞ݟ

ͤてくれたように思います。

ɹこうして描いた原画が、印刷によってす͝いことにな

りましたʂマςリアル感が఻わるようにͪΐっとތுし

て表現しているとこΖもあるので、ݟた時にきっと「ख

につきそう」とか「ೞれてるのかなʁ」と、思わͣ৮っ

てみたくなるのではないかと思います。ͪΐっとしたࣄ

にϋッとしてもらえるようなڻきが印刷表現でつくりग़

ͤましたので、ͥͻָしみながら「+BQBO 2VBMJUZ」を

感じていた͚ͩたらخしいです。

+BQBO�2VBMJUZɹ
ɹʕ�黒΁の௅ઓ

௕ౢ�Γ͔͜ɹRIKAKO NAGASHIMA
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スミとブルー系グレーによる特色の
ダブルトーンでボールペンの調子を
印刷し、その上から偏光パールメジ
ウムを刷ってボールペン独特の色を
表現した。

墨汁独特の滲
にじ

みや膠
にかわ

の溜まりの光沢
感を中心に版を設計した。グレー版
を含むトリプルトーンに、光沢を強
調するニス版を加えた。

ペンのインクムラの表現が最大のポ
イント。ペン先を紙から離した時
や、ペンが引っ掛かった場所にでき
るインク溜まりを片光によるスキャ
ニングでつくりあげた。

トライアルプロセス
TRIAL PROCESS

ダブルトーン
モノトーンの調子を豊かに再現する
ために、2色（2版）で表現する手法。

※インキとインク
　ペンはインク
　印刷はインキ
　と表現しています。

Graphic Designer / Art Director 長嶋 りかこ  ×  Printing Director 冨永 志津

アクリル絵具の質感

鉛筆の質感

原稿

原稿

ポジとネガ、二つの版の表現を比較する
黒でつくったベースの上に重ねる銀の調子版
を、ポジとネガの2種類を用意して刷り比べ
た。ポジ版は最シャドウ部に、ネガ版はハイ
ライト部に銀がのってくるので、同じ原稿で
もまったく異なった風合いになる。

スキャニングで立体感を捉える
通常のスキャニングでは全体的に光が当たる
ように二方向から光を当てているが、今回は
片方向から光を当て、立体的な絵具の厚みが
影となって現れるように工夫した。

全光 片光

銀にポジ版を使用 銀にネガ版を使用

マットな質感と絵具の厚みを表現す
るために微妙な濃淡を強調した版
と、立体的な影を強調した版をマッ
トスミで印刷。黒の中に調子があり
ながらもマットな色面を表現した。

ポイントは重ね描きの表現再現。2
枚の原画を用意し、1枚を黒のダブ
ルトーンで刷り、その上からもう1
枚の原画を銀を加えた黒のダブル
トーンで刷り鉛筆の重なりを表現し
た。

インク溜まりの濃度感を表現する
インク溜まりをイメージし、トリプルトーンのシメ
版を硬くした版を超光沢メジウムで印刷。光沢感が
インキの濃度をさらに強調する仕上がりになった。

偏光パールで出現させた玉虫色
メジウムに偏光パール顔料を混ぜたインキを使うこ
とにより、正面から見ると青系、斜めから見ると赤
系に光る黒を再現。偏光パール顔料は黒の上だと
もっとも効果を発揮した。

膠の溜まりを超光沢メジウムで再現
乾いていてもまるで濡れているかのような膠の溜ま
りは、強力な輝き効果がある超光沢メジウムで表現
した。トリプルトーンのシメ版から光の部分を抽出
し、版を作成している。

ディテール

光っていない状態

ディテール

ニス版

光った状態

油性マーカーの質感

原稿

ボールペンの質感

原稿

墨汁の質感

原稿

黒い画材の質感を製版とインキで表現する
「身近な画材でも、それぞれとても個性的で、ギラギラするもの、ガサガサ、メラメラ…と独特の質感を持ってい
ます。その違いをどこまでリアルに印刷で表現できるかトライしてみたいと思います。インキと製版などの印刷技
術に、用紙の個性も活用しながら、5種類の画材で描いた絵の再現にチャレンジしました」

ディテール
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FINISH
શ࡞඼とσΟςール

Designɿ長嶋 りかこ
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「アクリルガッシュ」

用　　ࢴɿ4"ۚ౻/
　　　　　࢛࿡൑　���LH
版のߏ成ɿ�ϚοトスϛˠϚοトスϛ（��回刷り）

ˠスϛ（��回刷り）ɣ Ϛοトスϛ（��
回刷り）ɣ Ϛοトニスˠスϛ

　　　　　˞スϛインキにはスリーΤイトを使用

「鉛筆」

用　　ࢴɿϰΝンψーϘ7（スノーϗϫイト）
　　　　　࢛࿡൑　���LH
版のߏ成ɿ�グϨーˠスϛˠグϨーˠ銀（-3輝�シ

ルόー）ˠグϨーˠಛ色銀（スϛ混
ೖ）ɣ スϛ

　　　　　˞スϛインキにはスリーΤイトを使用

版ߏ੒ 版ߏ੒

ポイントとղઆ
POINT & COMMENTARY

ΞΫϦϧֆ۩͸ཱମ感をҙࣝͯ͠
「ඒ大ग़身ऀにとって、アクリル絵具は身近な画材で、ࠓճ࢖用
した中ではもっとも厚みをग़ͤる画材です。しかもどこまで重ね
ても質感はマットというとこΖも個性的ですよね。ここでは思い
きり l੝り感z をग़すために、φイϑを࢖ってΤッジをޮかͤて
描きました」ʢ長嶋ʣ

શにマット、しかも色的なมԽがҰ੾ない黒のϕλ面にどう׬」
やって l੝り感z の調子をग़すか。୧りணいた݁࿦は、インキの
重なりで࣮ࡍに厚みとਂみをग़すというߟえํでした」ʢ冨永ʣ

Ԗච͸ඳ͖ࠐΜͩචѹを感ͭͭ͡
「鉛筆で͙り͙りっと描きࠐΜでいくとギラギラとしたෆ思ٞな
質感になりますよね。あの感じをग़したくて、意ਤ的な強ऑや৘
ॹ的な表現をഉআしたػց的な筆ӡͼでԁをృりつͿしていきま
した。࢛つのԁにそれぞれ違ったຯわいがੜまれるように描いて
います」ʢ長嶋ʣ

「筆ѹによるԜತや1ຊのઢの中にあるわͣかな調子のࠩをͤݟ
るため、インキの色͚ͩでなく濃౓もมえて印刷しています。銀
を、ϋイライト෦にೖれた版と、最γャυウ෦にೖれた版とで࢖
い෼͚、࢛つのԁそれぞれの個性を引き立たͤました」ʢ冨永ʣ

▶スϛ ▶スϛ

▶�Ϛοトニス
▶�ಛ色銀
（スϛ混ೖ）

▶Ϛοトスϛ
（��回刷り）

▶グϨー

▶スϛ
（��回刷り）

▶銀

▶Ϛοトスϛ
（��回刷り） ▶スϛ

▶グϨー

▶Ϛοトスϛ ▶グϨー

E P I S O D E  &  P O I N T E P I S O D E  &  P O I N T
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「ϚʔΧʔϖϯ」

用　　ࢴɿしら͓いϚοト
　　　　　࢛࿡൑　���LH
版のߏ成ɿ�スϛˠಛ色グϨー（$:混ೖ）ɣ スϛˠ

グϩスニスˠ超光沢メジウム（�回刷
り）ˠスϛ

　　　　　˞スϛインキにはスリーΤイトを使用

「Ϙʔルϖϯ」

用　　ࢴɿ.S�#（Φϑϗϫイト）
　　　　　࢛࿡൑　���LH
版のߏ成ɿ�ಛ色スϛ（$混ೖ）ɣ ಛ色グϨー（$混

ೖ）ɣ 偏光パールメジウムˠスϛ
　　　　　˞スϛインキにはスリーΤイトを使用

版ߏ੒ 版ߏ੒

༉ੑϚʔΧʔ͸εϐʔυ感͋るචӡͼで
「 l油性マーカーってこういうペン先ͩったよねz とわかるような
વ現れてくるインク溜まりやςラۮց的に描いて、そこにػをܗ
ςラ感がग़ͤたらいいなと思いました。ઢを引くときに lキキ
キッʂz と引っかかる感じがそのまま筆੻として࢒るのも油性
マーカーならでは。スϐーυ感が持ͪຯの画材です」ʢ長嶋ʣ

「黒といっても油性マーカーの黒はよくݟるとかなりグリーンが
強いので、トリプルトーンの1版にグリーン系の色みを持った特
色黒を࢖用してશ体の色調をิਖ਼しました。この色調がインク溜
まりを͞らにリアルにしてくれたようです」ʢ冨永ʣ

Ϙʔϧϖン͸ϝϥϝϥ感をָ͠Έͳ͕Β
「ボールペンをखにすると思わͣやっͪΌういたͣらॻきってあ
りますよね。そΜなよくある l描きบz ෩の描きํでいΖいΖな
パλーンをつくってみました。ࡉいペン先なので、面നいパλー
ンがࣗ༝ࣗࡏなのもボールペンならではです。Ұ൪՚やかな絵ฑ
になったؾがします」ʢ長嶋ʣ

「原画をݟたॠؒ、ͻらめいたのが偏光パールإྉをメジウムに
ࠞͥる表現でした。質感の表現に加え、 lボールペンの色z にண
໨したことが的中したトライアルになりました」ʢ冨永ʣ

▶スϛ ▶スϛ

▶�超光沢
　メジウム
（�回刷り）

▶�偏光パール
　メジウム

▶グϩスニス ▶ಛ色グϨー
（$混ೖ）

▶スϛ ▶ಛ色スϛ
（$混ೖ）

▶ಛ色グϨー
（$:混ೖ）

▶�スϛ

E P I S O D E  &  P O I N T E P I S O D E  &  P O I N T
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トライアルをऴえて
AFTER TRIAL

˔プリンςΟングσΟレクλーより

ɹ長嶋͞Μの࡞඼はいつもとても໌շで、఻えたいこと

がまっす͙にಧいてくるという印৅があります。ࠓճの

඼も「黒の表現」という、ま͞にストレートなςーマ࡞

です。ର৅そのものを௥ٻしていくҎ上に、୭にでも఻

わる表現にしたい、と最ॳにݴわれたので、これをड͚

めるにはストレートなఏҊをしな͚れ͹ೲಘしてもらࢭ

える౴えには୧りண͚ない、と思いました。

ɹ1%とはクリΤーλーの಄の中にあるയવとしたイ

メージをड͚ࢭめたうえで、具体的な印刷表現にམとし

身はできるࣗࢲ。ですࣄ࢓上げていく࢓み、かたͪにࠐ

ことに最大ݶにऔり૊み、それをクリΤーλーとίミϡ

ニέーγϣンをਤりながらमਖ਼し、つくりࠐΜでいます。

ɹそΜな中で、ࠓճはීஈのࣄ࢓ではなかなか௅ઓでき

ないことにも、思い੾りできるࣄ࢓になりました。ࠓճ

஫ྗしたのは、それぞれの黒のキャラクλーԽです。୭

もが思い描くようなイメージを、໨にݟえるようにࡍ立

たͤることにపしています。時には大げ͞なくらい個性

をσϑΥルメしながら、製版もインキの࢖いํも、Կを

したいのかがはっきりわかることを心が͚ました。ݟる

֯౓で色がมわるボールペンや銀色にًく鉛筆が、օ͞

Μの思い描くイメージにڹいてくれたらخしいです。

 ʕ 冨永 志津

˔トライアルをऴえて

ɹΦϑセット印刷のことをࢲはͪΌΜと෼かってなかっ

た、と思いました。最ॳ、鉛筆の筆ѹ表現ならܕԡしす

れ͹いいし、γルクを࢖え͹Ұൃで厚みがある表現がで

きる、ͩから͚っこうどうにでもなると思っていたΜで

すね。でもそれらはશて特घ印刷の技๏で、ࠓճはΦϑ

セット印刷ݶఆなのでできないとฉいたときは、ਖ਼௚、

「ええっʁʂこれはす͝く大มͩʂ」と思ったΜです。

でも1%の冨永͞Μが「版の設計で立体感をग़しましΐ

う」「パールإྉをೖれてボールペンのメラメラ感をつ

くってみました」と࣍ʑとఏҊしてくれてどΜどΜղܾ

してくれました。鉛筆は৮れ͹खにคがつきそうにݟえ

るし、墨汁はೞれているようͩし、油性マーカーは原画

より印刷෺のํが油性マーカーらしいし…。Ϟϊ感がす

͝くग़て、印刷෺にすることで現࣮の画材を௒えた「イ

ンク」になったΜです。ຊ౰に「印刷、す͝いʂ」と思

うことがいっͺいありました。Φϑセット印刷ݶఆの͓

かげで৽しいൃݟがいΖいΖできたように思います。

ɹৼりฦってみると、ࠓճのࢲのトライアルは「੍ݶを

設͚ることでੜまれる面ന͞」にਚきると思います。最

ॳは黒いペンしか࢖わないとܾめたこと。ؙというݶら

れたスペースの中͚ͩで描いたこと。そしてもͪΖΜ、

Φϑセット印刷͚ͩという੍໿。それらの中でのۤしみ

もたく͞Μありましたが、グラϑΟック的な޻෉と印刷

的な޻෉がҰつのグラϑΟックを׬੒するために重なっ

ていく、そのクリΤイγϣンの重なりは૝૾Ҏ上にָし

く、面നいものでした。

ɹもͪΖΜ੍ݶを設͚ͣにࣗ෼の中でどΜどΜ֦ࢄしな

がらつくりあげていく面ന͞もありますが、ある໨的の

もとで੍ݶを՝したからこそੜまれてདྷるものがあるの

ͩということもൃݟでした。ඞવ性の面ന͞やඒし͞に

もग़ձえたし、このݧܦは、これからのࣄ࢓やσβイン

にきっとੜきてくるに違いありまͤΜ。またػձがあれ

͹ͥͻもうҰ౓こΜなやりとりがしたい。そう思わͤて

くれるチャレンジでした。

 ʕ 長嶋 りかこ

「๽」

用　　ࢴɿϰΝンψーϘ'�'4（φνϡラル）
　　　　　࢛࿡൑　���LH
版のߏ成ɿ�Ϛοトスϛˠಛ色ϚοトグϨー（:混

ೖ）ɣ Ϛοトスϛˠ超光沢メジウム
（�回刷り）ɣ ಛ色スϛ

　　　　　˞スϛインキにはスリーΤイトを使用

版ߏ੒

๽ो͸表৘の๛͔͞を
「墨ってま͞に೔ຊの画材という感じがします。そのણࡉな濃淡
の表現をやってみたくて、たらしࠐみや筆を࢖うなど、いΖいΖ
なํ๏で原画を描いてみました。これ、とっても描くのがָし
かったです。Ұつͻとつશ෦違う表৘がग़てくれたので、γンプ
ルな絵ฑでもڻくくらい๛かな表৘になったと思います」ʢ長嶋ʣ

「墨汁は膠の溜まりの強い光沢感と独特の滲み具߹、微妙な色み
に特௃があります。光沢感の表現͚ͩでなく、トリプルトーンに
よる๛かな調子を加えることにより、Ұつͻとつの墨の表現をࡉ
かくଊえることができました」ʢ冨永ʣ

▶スϛ

▶�超光沢
　メジウム
（�回刷り）

▶Ϛοトスϛ

▶ಛ色Ϛοト
　グϨー
（:混ೖ）

▶Ϛοトスϛ
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